
　　　　

2026 年 3 月 30 日

11 時 0 分から 18 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 ・おやつ購入・おやつ作り・お花見・イースターお宝探し・防災訓練・プール活動・夏祭り・ハロウィンパーティー・クリスマス会・初詣・節分・ひな祭り・卒業式・お出掛け

（別添資料１）

家族支援
・本人の意思を大切にしながら連絡帳や送迎の際に情報共有を行い、連携して
いきます。
・年2回面談を行ない、保護者と子どもの様子や成長について共有します。

移行支援

・保育所等へ見学に行き、安心してスムーズに移行出来る様に連携してい
きます。
・経験や体験を増やしながら、進学や就労に向けて準備を進めていきま
す。
・進学や学校卒業後の就労、余暇活動についてイメージを持てる様な勉強
会を開催する等の情報提供を行う場を設けます。

地域支援・地域連携
・保健・医療・福祉・教育等の関係機関や障害福祉サービス事業所等と連携し
ます。

職員の質の向上

・放課後等事業所連絡会や研修に参加し、得た情報を職員間で共有してい
きます。
・定期的に事例検討会を開催し、支援の質の向上につとめます。
・ヒヤリハットや事故報告を職員間で共有します。

支　援　内　容

・ご家族との情報共有により、健康状態の把握、維持、改善を図ります。
・自分自身の体の疲れに留意しながら体を動かして発散できるようにしていきます。
・食事や着替え、排泄等、身の回りのことを少しずつ自分で出来るように支援します。

・年間を通して定期的に体操療育や夏季はプール活動を通じて積極的に体を動かす機会を提供しています。
・お友だちとの関わりの中で力加減について学べるようにしていきます。

本
人
支
援

・自分の意思や気持ちを表現する為に自分で考えて感じることを尊重し、自分なりの表現で伝えることを大切に支援していきます。
・場面や状況に応じたより適切な行動や言動の理解を深められるような提案をしていきます。

・一人ひとりの気持ちに寄り添い、言葉で表現しながら自分で伝えることを大切にします。
・職員とのコミュニケーションからお友だちとのコミュニケーションにつなげていきます。

・職員やお友だちとの関係性の中で安心して関りが持てるように信頼関係を築きながら支援を行っていきます。
・自己や他者を理解して向き合うことに寄り添い、相互が心地よく過ごせる関係づくりを体得できるよう支援します。

支援方針 安心できる場所、主体的に活動できる場所、一人ひとりが大切にされる場所をみなさんと作っていきます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念

・利用する人たちの気持ちや希望を大切にし、地域での豊かな生活ができるようにつとめます。
・利用する人たちの個性を大事にし、その可能性を高めます。
・利用者および家族の希望にもとづき事業を運営します。
・障害のある人たちの人権を守ります。
・人との出会いを大切にし、地域との交流をとおして、障害についての理解をすすめます。

事業所名 スマイルJr. 作成日支援プログラム（参考様式）


